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第
二
十
六
回
柳
川
川
柳
学
校
報
告
書 

日
時
：
令
和
元
年
十
二
月
二
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

場
所
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

参
加
：
伊
藤
・
井
口
・
魚
森
・
太
田
・
久
米
田
・
小
谷
・
妹
尾
・
高
谷
・
南
部
・
松
田
・ 

横
田
・
若
槻
／
菅
田
・
辻
川
・
吉
原
～
十
五
名 

  

令
和
元
年
最
後
の
柳
川
川
柳
学
校
。
前
回
最
優
秀
作
品
受
賞
者
伊
藤
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭

で
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
も
フ
ル
メ
ン
バ
ー
十
五
名
の
出
席
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
い
つ
も
通
り
心
の
こ
も
っ
た
ご
馳
走
の
数
々
。
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
、

焼
酎
等
の
ド
リ
ン
ク
も
ど
ん
ど
ん
お
代
わ
り
さ
れ
ま
す
。 
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全
員
が
無
口
に
な
る
「
採
点
」、
全
員
が
し
ゃ
べ
り
だ
す
「
自
画
自
賛
」。「
校
長
四
句
八
句
」

を
経
て
、
成
績
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
「
四
句
八
句
」
は
動
物
川
柳
。
次
の
八
句
か
ら
主
人
公
を
当
て
る
も
の
で
す
が
、

十
二
名
も
の
方
が
正
解
（
答
え
③
番
）。
恒
例
の
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
三
名
の
方
が
、
ご
覧

の
生
活
必
需
品
（
石
鹸
箱
と
洗
濯
ば
さ
み
、
と
も
に
日
本
製
で
す
）
を
ゲ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。 
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さ
て
今
回
の
成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。 

 

 

最
優
秀
作
品
賞
～
妹
尾
さ
ん 

 
 

優
秀
作
品
賞 

～
久
米
田
さ
ん
（
課
題
句
②
）
松
田
さ
ん
（
同
④
）
小
谷
さ
ん
（
同
⑮
） 

 
 

校
長
賞 

 
 

～
魚
森
さ
ん 

 
 

 

詳
細
は
後
述
の
通
り
で
す
。
お
楽
し
み
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

辻
川
校
長
補
佐
の
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
回
は
令
和
二
年
二
月
三
日
（
月
）
夕
刻
で
す
。 

 

平
成
三
十
一
年
～
令
和
元
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

用
務
員
報
告
：
吉
原 
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自
由
句 

① 

処
方
薬
終
わ
り
て
ひ
と
月
は
や
終
わ
る 

② 

師
も
走
り
生
徒
も
走
る
歳
の
暮
れ 

③ 

代
々
墓
嫁
は
嫌
だ
と
別
の
墓 

④ 

政
治
と
て
裏
を
返
せ
ば
猿
芝
居 

⑤ 

も
う
え
え
わ
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ
ー
ジ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス 

⑥ 

還
元
に
釣
ら
れ
て
チ
ャ
ー
ジ
空
財
布 

⑦ 

遅
咲
き
の
さ
く
ら
開
い
て
ハ
カ
踊
る 

⑧ 

パ
レ
ー
ド
見
て
一
人
涙
す
大
正
の
母 

⑨ 

分
か
っ
た
の
つ
も
り
積
も
れ
ど
た
だ
の
塵 

⑩ 

終
活
は
秘
め
た
る
写
真
ま
ず
焼
い
て
～
最
優
秀
作
品 

⑪ 

ワ
ン
チ
ー
ム
去
年
の
大
賞
も
う
忘
れ 

⑫ 

苦
吟
す
る
吟
酒
呷
っ
て

あ
お

課
題
吟 

⑬ 

孫
が
来
て
夫
婦
の
壁
を
取
り
除
く 

⑭ 

笑
わ
ぬ
人
笑
顔
良
き
人
今
年
の
顔 

⑮ 

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
に
ガ
ラ
ケ
ー
世
代
は
追
い
や
ら
れ 
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課
題
句
～
腹 

① 

顔
色
で
窺
い
知
れ
ぬ
腹
の
底 

② 

我
が
女
房
胸
は
引
っ
込
み
腹
は
出
る
～
優
秀
作
品 

③ 

デ
ブ
腹
が
細
い
通
路
を
通
せ
ん
ぼ 

④ 

握
手
し
て
笑
顔
で
腹
の
探
り
合
い
～
優
秀
作
品 

⑤ 

腹
心
の
部
下
に
カ
ミ
さ
ん
寝
取
ら
れ
る 

⑥ 

我
が
腹
身
牛
な
ら
よ
か
っ
た
高
級
品 

⑦ 

腹
心
の
辞
任
に
揺
れ
る
内
閣
府 

⑧ 

太
鼓
腹
孫
が
打
つ
な
ら
そ
れ
も
良
し 

⑨ 

あ
と
何
年
お
ひ
と
り
さ
ま
の
腹
く
く
る 

⑩ 

空
き
っ
腹
か
ゝ
え
恋
し
た
昭
和
っ
子 

⑪ 

三
段
腹
シ
ッ
ク
ス
パ
ッ
ク
を
目
指
し
て
る
～
校
長
賞 

⑫ 

飲
み
込
ん
だ
言
葉
に
騒
ぐ
腹
の
虫 

⑬ 

腹
筋
と
言
い
張
る
妻
の
二
段
腹 

⑭ 

ヤ
な
奴
の
太
っ
腹
に
皆
た
か
り 

⑮ 

別
腹
を
持
っ
て
出
か
け
る
バ
イ
キ
ン
グ
～
優
秀
作
品 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 


